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5う頭蓋骨董色陣の 1例
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か柳 清光 若妻習 夕撃疾患標本)

隼= 房弘 (同 美験神経病理)

黄色腫は高脂血症や糖尿病などの代謝性内分泌性疾患

に合併して報告されているものが争いが.骨病変は稀で

ある.我々は高脂血症を伴わない頭蓋骨の輩色魔の-症

症例は49才男性.慢性中年炎(･7)ため本学fT･那 1せ 受診

した際,頭部X線写真で後剰 弓･の艶常を偶然iこ指摘 され

た.理学的所見に(･二t異常を認LL')す,臨床棟 動軒札で も高

脂血症や血糖値J)異常を認(V痛 か-一言二.骨 X線写針 亡は
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濃度陰影を内部に認めた,CT では病変部は板間層をこあ
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を呈していた部位は-.,ケr-I-ト･･,-∵ご(･')増殖部に相当 し,

内部の骨漆渡陰影の部位は線維性格督織をこ置換 された骨

髄を存する骨組織上考えト,Ilた･

6)広f凡な脳内右扶化を呈 した興味 あ る症 例 iこ
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洗脳基底核を中心とする広汎な石灰化は 郡 鞄導Å

により容･鋸こ検ltJ.さI,tるよう;こたった.我 々は,遺伝性

〔-rう糖尿病 (若年発症1.両側性感音難聴._脳萎縮 を伴 ･-i

広汎在脳内石灰化を呈寸~る例を経験 した.脳内1;l大化は

ぼかルシウム代謝異常はな く対応する神経症状 態なかっ

た.1;I,k化は基底核>視昧>小脳歯状核LT珊鋸こ強 くEItLT､

Ilた.

上記3倒 し2例は姉 ･弟例)1､人外をニ偶然発見された広

汎な脳内石灰[ヒ例を2例呈示 した.最 も広汎左例では大

脳良質に転みられ,後頭葉の皮質の石灰化を伴 う例 もあっ

た.いずれも石灰化と臨床症状との因果関係は不明であ

り特発性と思われる.

7)バ ルーンアプリケー タを何代 ､る食道癌

RALS腔内照射U71ための治療 時間 計算
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タを潤い任意の治療最,治療距離において任意殿治療線

慶を照射す るに要せ る線慶強度 匿い seが を求め るプ

ログラムと,食道をこ均等に線農を与える為の種々のパラ

ノー･勺を検討す る.

結果

全治療点(∫)線巌強度 (Ci･st､r l を 求 め て 配 際 L 治 埴

距離 10mlll潤 i膜 下5m1111 (ハ 場 合

治療間隔 5mm 線 量 変 動 率 ± 5 0(汗 JJ"tJtTl長 さ は 治

療長の 8二号Oo

治療間隔 10mm 線最変動率±二 5 0ム土 圧 隼 T)長 さ は 治

療長の 900い

治療間隔 15mm 線鼠変動率十fTIO訂L内(]lj毒さは,治

療長LJ1 6790

治療距離と治療間隔が等 しい場合-番良好な結果でし

た.

厳をこ治療間隔を細かくすると両端の級数の落込みが大

きく在 り,中央部が帳1--むが.粘膜表面ハ線紋か.より均

･i･こ在る利点がある.治療間隔を治埴距離ハ 1.5倍にす

ると予 埜5%の範囲は少々狭 くなるが±8%以内に堂治

療最先 り空欄上問題ないと思われます.

治療距離と治療間隔叫 .4榛は.治療距離ハ (l.5倍か主､､

ま.5倍までが宿解 して使周できる範囲ではないかと考え

LL)Jlる.

結語

呈 甲 南治療端の線量低下が見られる.

2 . 治療距離が大 きくなると両端の線盈低下の範囲が拡

大する傾向にある.

3.治療をこ必要なパラメ-タを直前で変えても対応が可

舵

4. 計 算cT)-Lビ- ド化､計算の人為的 1-て叫 非除


